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(57)【要約】
変圧器、第１の整流器、及び第２の整流器を有する装置
において、第１の整流器は、第１の整流器がレギュレー
トされた電力供給を第１の電力供給ノードへ供給し、第
２の整流器がレギュレートされていない電力供給を第２
の電力供給ノードへ供給するように、変圧器へ結合され
るものが記載される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　変圧器と、
　第１の整流器と、
　第２の整流器と
　を有し、
　前記第１の整流器は、該第１の整流器がレギュレートされた電力供給を第１の電力供給
ノードへ供給し、前記第２の整流器がレギュレートされていない電力供給を第２の電力供
給ノードへ供給するように、前記変圧器へ結合される、
　装置。
【請求項２】
　前記変圧器へ結合される変換ユニット
　を有する請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記変換ユニットは、
　ＡＣ又はＤＣ電源へ結合する１つ以上の入力部と、
　前記変圧器へ結合される１つ以上の出力部と
　を含む、請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記第１の整流器及び前記第１の電力供給ノードと直列に結合される第１のインダクタ
と、
　前記第１の電力供給ノード及び接地へ結合される第１のキャパシタと
　を有する請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記第２の整流器及び前記第２の電力供給ノードと直列に結合される第２のインダクタ
と、
　前記第２の電力供給ノード及び接地へ結合される第２のキャパシタと
　を有する請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記第１の電力供給ノード及び前記第２の電力供給ノードへ結合されるエネルギ転送ユ
ニット
　を有する請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記エネルギ転送ユニットは、一方向性であり、エネルギを前記第１の電力供給ノード
から前記第２の電力供給ノードへ運ぶよう動作する、
　請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記第１の電力供給ノード及び前記第２の電力供給ノードへ結合され、前記第１の電力
供給ノード及び前記第２の電力供給ノードを流れる電流を検知し、前記エネルギ転送ユニ
ットを制御する１つ以上の電流センサ
　を有する請求項６に記載の装置。
【請求項９】
　前記変圧器は、第１の組の２次側巻線が前記第１の整流器へ結合され、第２の組の２次
側巻線が前記第２の整流器へ結合されるように、ふた組の２次側巻線を有する、
　請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
　前記変圧器の１次側巻線に対する前記第１の組の２次側巻線の巻線比は、前記１次側巻
線に対する前記第２の組の２次側巻線の巻線比とは異なる、
　請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
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　レギュレートされた電力供給を第１の整流器から第１の電力供給ノードへ供給する手段
と、
　レギュレートされていない電力供給を第２の整流器から第２の電力供給ノードへ供給す
る手段と
　を有し、
　前記第１の整流器及び前記第２の整流器は、変圧器へ結合される、
　装置。
【請求項１２】
　ＡＣ又はＤＣ電力供給を前記変圧器のための高周波ＡＣ電力供給へ変換する手段
　を有する請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記第１の電力供給ノードからのフィードバックを変換ユニットへ供給する手段
　を有する請求項１１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記第１の電力供給ノードから前記第２の電力供給ノードへ電力を運ぶ手段
　を有する請求項１１に記載の装置。
【請求項１５】
　いつ前記第１の電力供給ノードから前記第２の電力供給ノードへ電力を運ぶべきかを決
定するよう、前記第１の電力供給ノード及び前記第２の電力供給ノードを流れる電流を検
知する手段
　を有する請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　第１の電力供給ノードを有するメモリと、
　前記メモリへ結合され、第２の電力供給ノードを有するプロセッサと、
　電力供給ユニットと、
　前記プロセッサが他のデバイスと通信することを可能にする無線インターフェイスと
　を有し、
　前記電力供給ユニットは、
　変圧器と、
　第１の整流器と、
　第２の整流器と
　を有し、
　前記第１の整流器は、該第１の整流器がレギュレートされた電力供給を第１の電力供給
ノードへ供給し、前記第２の整流器がレギュレートされていない電力供給を第２の電力供
給ノードへ供給するように、前記変圧器へ結合される、
　システム。
【請求項１７】
　前記プロセッサは、前記レギュレートされていない電力供給を受け、前記プロセッサの
様々な負荷のためのレギュレートされた電力供給を生成する１つ以上の電圧レギュレータ
を含む、
　請求項１６に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記電力供給ユニットは、前記第１の電力供給ノード及び前記第２の電力供給ノードへ
結合されるエネルギ転送ユニットを有する、
　請求項１６に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記エネルギ転送ユニットは、一方向性であり、エネルギを前記第１の電力供給ノード
から前記第２の電力供給ノードへ運ぶよう動作する、
　請求項１８に記載のシステム。
【請求項２０】
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　前記第１の電力供給ノードへ結合される冷却ユニット
　を更に有する請求項１６に記載のシステム。
 
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　サーバプラットフォームは、様々な電力モードで作動することができる。例えば、Ｉｎ
ｔｅｌ（登録商標）アーキテクチャ（ＩＡ）に基づくプラットフォームでは、ターボブー
ストテクノロジ（Turbo　Boost　Technology）（ターボ電力モードとも呼ばれる。）が、
道理にかなった熱設計プロファイルを依然として保ちながら、高い計算性能を提供するた
めに使用される。ターボ電力モード（又はＩｎｔｅｌに基づかないプラットフォームのた
めの何らかの他の高電力モード）に必要とされる余分の電力を供給する１つの方法は、電
力供給ユニット（ＰＳＵ；power　supply　unit）を過大設計して、ＰＳＵが更なる電力
容量を提供することができるようにすることである。
【０００２】
　例えば、通常のＰＳＵは、１２００Ｗの電力を供給してよく、そして、ターボ電力モー
ドのような高電力モードの間の動作に適応するように１５００Ｗを供給するよう過大設計
され得る。しかし、ＰＳＵを過大設計することは、ＰＳＵのサイズ及び費用を増大させる
。更なる電力を供給するようＰＳＵの容量を増やす他の方法は、高電力モード（例えば、
ターボ電力モード）のピーク電力要求に対応すべく余分の出力キャパシタンスを加えるこ
とである。より大きいキャパシタを使用することによってキャパシタンスを増すことは、
ＰＳＵの部品表（ＢＯＭ；Bill-of-Material）費用を増大させる（例えば、それは、ＰＳ
Ｕの費用を更に６ドル高くしうる。）。
【図面の簡単な説明】
【０００３】
　本開示の実施形態は、以下で与えられる詳細な説明から、及び本開示の様々な実施形態
の添付の図面から、より完全に理解されるだろう。なお、これらは、本開示を具体的な実
施形態に制限するよう解釈されるべきではなく、もっぱら説明及び理解を目的とするもの
である。
【０００４】
【図１】本開示のいくつかの実施形態に従って、レギュレートされた電力供給及びレギュ
レートされていない電力供給を供給する電力供給ユニット（ＰＳＵ）を備える高レベルシ
ステムを表す。
【０００５】
【図２】本開示のいくつかの実施形態に従って、図１のＰＳＵの詳細レベルアーキテクチ
ャを表す。
【０００６】
【図３】本開示のいくつかの実施形態に従って、複数のサーバと、レギュレートされた電
力供給及びレギュレートされていない電力供給を供給する電力供給ユニットとを備えるサ
ーバラックを表す。
【０００７】
【図４Ａ】本開示のいくつかの実施形態に従って、エネルギ転送ユニットを備える図１の
ＰＳＵの詳細レベルアーキテクチャを表す。
【０００８】
【図４Ｂ】本開示のいくつかの実施形態に従って、エネルギ転送ユニット及びふた組の２
次側巻線を備える図１のＰＳＵの詳細レベルアーキテクチャを表す。
【０００９】
【図４Ｃ】本開示のいくつかの実施形態に従って、エネルギ転送ユニットを表す。
【００１０】
【図５】本開示のいくつかの実施形態に従って、レギュレートされた電力供給及びレギュ
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レートされていない電力供給を生成するために使用される中間のアンレギュレート電圧バ
スを備えるＰＳＵを有するシステムを表す。
【００１１】
【図６】本開示のいくつかの実施形態に従って、レギュレートされた電力供給及びレギュ
レートされていない電力供給を供給する方法についてのフローチャートを表す。
【００１２】
【図７】本開示のいくつかの実施形態に従って、レギュレートされた電力供給及びレギュ
レートされていない電力供給を供給するＰＳＵを有するスマートデバイス又はコンピュー
タシステム又はＳｏＣ（System-on-Chip）を表す。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　いくつかの実施形態は、第１の整流器からレギュレートされた（regulated）電力供給
を、第２の整流器からレギュレートされていない（unregulated）電力供給を供給する電
力供給ユニット（ＰＳＵ）を有するシステムについて記載する。いくつかの実施形態にお
いて、レギュレートされていない電力供給は、より高い電力供給を高電力モード（例えば
、ターボ電力モード）の間に、レギュレートされた電力供給レベルに影響を及ぼすことな
しに、１つ以上の負荷へ供給するために使用される。
【００１４】
　いくつかの実施形態において、ＰＳＵは、変換ユニットへ結合される変圧器を含む。い
くつかの実施形態において、変換ユニットは、ＡＣ（Alternate　Current）電力供給をＤ
Ｃ（Direct　Current）電力供給へ変換する１次変換ユニットである。いくつかの実施形
態において、このＤＣ電力供給は、変圧器によって逓減される（stepped　down）。いく
つかの実施形態において、ＰＳＵは少なくとも２つの整流器を有し、各整流器は変圧器へ
結合され、それにより、整流器のうちの一方は、逓減されたＤＣ電力供給を受け、レギュ
レートされた電力供給を第１の電力供給ノードへ供給し、一方で、他方の整流器は、逓減
されたＤＣ電力供給を同じく受け、レギュレートされていない電力供給を第２の電力供給
ノードへ供給する。
【００１５】
　いくつかの実施形態において、第１の電力供給ノードは、レギュレートされた電力供給
を適切な動作のために必要とする１つ以上の負荷（例えば、ファン、冷却ユニット、ハー
ドディスクユニット、など）へ結合される。いくつかの実施形態において、第２の電力供
給ノードは、高電力モード（例えば、ターボ電力モード）の間により高い電力供給で動作
し得る電圧レギュレータ（ＶＲ；voltage　regulator(s)）を通じて１つ以上の負荷（例
えば、プロセッサ、メモリ、グラフィクスカード、など）へ結合される。
【００１６】
　様々な実施形態の多くの技術的効果が存在する。いくつかの実施形態の１つの技術的効
果は、ＰＳＵが、レギュレートされた電力供給を期待する他の負荷へ供給される電力供給
を危うくすることなしに、要求に応じて（例えば、ターボ電力モードの間に）高電力供給
を供給することができる点である（すなわち、電圧垂下（voltage　droop）は、レギュレ
ートされていない電力供給を供給するノードにおいてより高い電力供給が要求されるとき
に、レギュレートされた電力供給において見られない。）。単一の電力供給ノードでター
ボモードのような高電力モードに適応するようにより高い供給（例えば、１５００Ｗの電
力）を供給するよう過大設計される従来のＰＳＵと比較して、いくつかの実施形態は、電
力供給を２つの電力供給経路に分け、ＰＳＵの過大設計を回避する。このことは、ＢＯＭ
費用を節約する。
【００１７】
　以下の記載では、多数の詳細が、本開示の実施形態のより完全な説明を提供するために
議論される。なお、当業者に明らかなように、本開示の実施形態は、それらの具体的な詳
細によらずに実施されてよい。他の例では、よく知られている構造及びデバイスは、本開
示の実施形態を不明りょうすることを回避するために、詳細にではなく、ブロック図形式



(6) JP 2017-528113 A 2017.9.21

10

20

30

40

50

において示される。
【００１８】
　実施形態の対応する図面において、信号は線により表されている点に留意されたい。い
くつかの線は、より構成する信号を示すために、より太くてよく、且つ／あるいは、主た
る情報フロー方向を示すために、１つ以上の端部において矢印を有してよい。そのような
表示は、限定であるよう意図されない。むしろ、線は、回路又は論理ユニットのより容易
な理解を助けるよう、１つ以上の例となる実施形態に関連して使用される。表されている
如何なる信号も、設計ニーズ又は好みによって指示されるように、いずれか一方の方向に
おいて移動し得る１つ以上の信号を実際には有してよく、如何なる適切なタイプの信号ス
キームによっても実装されてよい。
【００１９】
　明細書の全体を通して、且つ、特許請求の範囲において、語「接続される（connected
）」は、如何なる中間デバイスもなしで接続されるモノどうしの直接的な電気接続を意味
する。語「結合される（coupled）」は、接続されるモノどうしの直接的な電気接続、又
は１つ以上の受動的若しくは能動的な中間デバイスを経由した間接的な接続、のいずれか
一方を意味する。語「回路（circuit）」は、所望の機能を提供するように互いと協調す
るよう配置される１つ以上の受動的及び／又は能動的コンポーネントを意味する。語「信
号（signal）」は、少なくとも１つの電流信号、電圧信号又はデータ／クロック信号を意
味する。「１つの（a、an）」及び「前記（the）」の意味は、複数参照を含む。「～にお
いて（in）」の意味は、「～の中に（in）」及び「～の上に（on）」を含む。
【００２０】
　語「スケーリング（scaling）」は、設計（結線図及びレイアウト）を１つのプロセス
テクノロジから他のプロセステクノロジへ変換し、レイアウト面積を実質的に減らすこと
を一般に指す。語「スケーリング」は、同じテクノロジノード内でレイアウト及びデバイ
スをダウンサイズすることも一般に指す。語「スケーリング」は、他のパラメータ、例え
ば、電力供給レベルに対する信号周波数の調整（例えば、減速又は加速、すなわち、夫々
、スケールアップ又はスケールダウン）することも指してよい。語「実質的に（substant
ially）」、「近い（close）」、「近似的に（approximately）」、「～の近く（near）
」及び「約（about）」は、目標値の±２０％内にあることを一般に指す。
【００２１】
　実施形態のために、様々な回路又は論理ブロックにおけるトランジスタは、ドレイン、
ソース、ゲート、及びバルク端子を含む金属酸化膜半導体（ＭＯＳ；metal　oxide　semi
conductor）トランジスタである。トランジスタには、トライゲート（Tri-Gate）及びＦ
ｉｎＦＥＴトランジスタ、円筒形全周ゲート（Gate　All　Around　Cylindrical）トラン
ジスタ、トンネル（Tunneling）ＦＥＴ（ＴＦＥＴ）、スクエアワイヤ（Square　Wire）
若しくは長方形リボン（Rectangular　Ribbon）トランジスタ、又はカーボンナノチュー
ブ若しくはスピントロニック（spintronic）デバイスのようなトランジスタ機能を実装す
る他のデバイスも含まれる。ＭＯＳＦＥＴの対称なソース及びドレイン端子は、すなわち
同じ端子であり、ここでは交換可能に使用される。他方で、ＴＦＥＴデバイスは非対称な
ソース及びドレイン端子を有している。当業者に明らかなように、他のトランジスタ、例
えば、バイポーラ接合トランジスタ、ＢＪＴ　ＰＮＰ／ＮＰＮ、ＢｉＣＭＯＳ、ＣＭＯＳ
、ｅＦＥＴなどは、本開示の適用範囲から逸脱することなしに使用されてよい。
【００２２】
　別段示されない限りは、共通のオブジェクトについて記載するための序数形容詞「第１
の（first）」、「第２の（second）」及び「第３の（third）」などの使用は、同様のオ
ブジェクトの異なるインスタンスが言及されていることを単に示し、そのように記載され
ているオブジェクトが、時間的に、空間的に、順位付けにおいて又は何らかの他の様態に
おいて、所与の順序にあるべきことを暗示するよう意図されない。
【００２３】
　図１は、本開示のいくつかの実施形態に従って、レギュレートされた電力供給及びレギ
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ュレートされていない電力供給を供給するＰＳＵを備えた高レベルシステム１００を表す
。いくつかの実施形態において、システム１００は、ＰＳＵ１０１、第１の電力供給ノー
ド、第２の電力供給ノード、及び負荷１０２を有する。いくつかの実施形態において、Ｐ
ＳＵ１０１は、ＡＣ又はＤＣ電力供給を受け、レギュレートされた電力供給を第１の電力
供給ノードにおいて、及びレギュレートされていない電力供給を第２の電力供給ノードに
おいて生成する。いくつかの実施形態において、負荷１０２は、第１及び第２の電力供給
ノードへ結合される。いくつかの実施形態において、複数の並列負荷１０２へ給電するよ
う並列に作動する１つよりも多いＰＳＵ１０１が存在してよい。
【００２４】
　様々な実施形態は、サーバである負荷１０２を参照して記載され、一方で、負荷１０２
は、種々のタイプの負荷を有しているプロセッサシステム（例えば、タブレット、スマー
トデバイス）のような他の負荷であることができる。いくつかの実施形態において、負荷
１　１０３は、レギュレートされた電力供給を最適な動作のために必要とする又は望む負
荷である。負荷１　１０３の例には、ファンのような冷却エージェント、ハードディスク
ドライブ、などが含まれる。いくつかの実施形態において、第１の電力供給ノードは負荷
１　１０３へ結合される。いくつかの実施形態において、第１の電力供給ノードにおける
レギュレートされた電力供給は、厳しい範囲（例えば、±５％）内に厳密にレギュレート
される。
【００２５】
　いくつかの実施形態において、負荷２　１０４は、高電力供給モード（例えば、ターボ
モード）の間により高い電力供給レベルで作動し得る負荷である。負荷２　１０４の例に
は、中央演算処理装置（ＣＰＵ；central　processing　unit(s)）、システム・オン・チ
ップ（ＳｏＣ；System-on-Chip）プロセッサ、チェーン又はリングにおいて結合された複
数のプロセッサ、などに給電するための電圧レギュレータ（ＶＲ；voltage　regulator(s
)）及びＤＣ－ＤＣコンバータが含まれる。いくつかの実施形態において、第２の電力供
給ノードは負荷２　１０４へ結合される。いくつかの実施形態において、第２の電力供給
ノードにおけるレギュレートされていない電力供給は、高電力モードが有効にされるとき
に一時的に大きく垂下することを許容される（なぜなら、それはレギュレートされていな
いので。）。
【００２６】
　いくつかの実施形態において、システム１００は、ＰＳＵ１０１及び負荷１０２が同じ
マザーボード又はダイにあるように、完全に統合されたシステムである。いくつかの実施
形態において、ＰＳＵ１０１は、ＰＳＵ１０１がそれ自身のパッケージによる別個の集積
回路である点で、負荷１０２から分離する。
【００２７】
　図２は、本開示のいくつかの実施形態に従って、図１のＰＳＵ１０１の詳細レベルアー
キテクチャ２００を表す。いずれかの他の図の要素と同じ参照符号（又は名称）を有して
いる図２の要素は、記載されているのと同様の如何なる様態においても作動又は機能する
ことができるが、そのように制限されない点が指摘される。
【００２８】
　いくつかの実施形態において、ＰＳＵ１０１は、１次側変換ユニット２０１、変圧器２
０２、２次側整流器２０３及び２０４、インダクタＬ１及びＬ２、並びに出力キャパシタ
Ｃ１及びＣ２を有する。いくつかの実施形態において、１次側変換ユニット２０１は、Ａ
Ｃ又はＤＣ電力供給源からＡＣ電力供給を受け、高周波ＡＣ電力供給を生成する。１次側
変換ユニット２０１は、整流器、位相周波数コントローラ、フルブリッジトポロジ変換回
路、などを有する。いくつかの実施形態において、１次側変換ユニット２０１からのＡＣ
電力供給は、変圧器２０２の１次側巻線（すなわち、コイル）によって受け取られる。い
くつかの実施形態において、変圧器２０２は、変圧器２０２の２次巻線においてＡＣ電力
供給を逓減する。
【００２９】
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　いくつかの実施形態において、２つの整流器（２０３及び２０４）は、第１の整流器（
すなわち、２次側整流器２０３）が電圧を第１のインダクタＬ１へ整流された供給するた
めに使用され、一方、第２の整流器（すなわち、２次側整流器２０４）が第２のインダク
タＬ２へ整流された電圧を供給するために使用されるように、変圧器２０２の２次側へ結
合される。いくつかの実施形態において、２次側整流器２０３は、２つの整流回路又はデ
バイス（例えば、ダイオード）を含み、それらの一方は変圧器２０２の２次側巻線の第１
の端子へ結合され、それらの他方は変圧器２０２の２次側巻線の第２の端子へ結合される
。
【００３０】
　いくつかの実施形態において、２次側整流器２０４は、２つの整流回路又はデバイス（
例えば、ダイオード）を含み、それらの一方は変圧器２０２の２次側巻線の第１の端子へ
結合され、それらの他方は変圧器２０２の２次側巻線の第２の端子へ結合される。この実
施形態では、両方の２次側整流器２０３及び２０４が変圧器２０２の同じ２次側巻線を共
有する。いくつかの実施形態において、２次側整流器２０３及び２０４は、変圧器２０２
の異なる２次側へ結合され、このとき、それらの異なる２次側は異なる数のコイルを有す
る。
【００３１】
　いくつかの実施形態において、インダクタＬ１の第１の端子は２次側整流器２０３へ結
合され、インダクタＬ１の第２の端子はＶｏｕｔ１（第１の電力供給ノードともここでは
称される。）へ結合される。ここで、ノード及びそれらのノードにおける信号のためのラ
ベルは、交換可能に使用される。例えば、Ｖｏｕｔ１は、文脈に応じてＶｏｕｔ１ノード
又は電力供給Ｖｏｕｔ１を指してよい。いくつかの実施形態において、キャパシタＣ１は
、Ｖｏｕｔ１及び接地へ結合される。いくつかの実施形態において、Ｖｏｕｔ１は、レギ
ュレートされた電力供給（第１の電力供給とも称される。）を供給する。第１の電力供給
は、第１の電力供給をレギュレートするよう１次側変換ユニット２０１へ（フィードバッ
ク経路を介して）フィードバックされる。いくつかの実施形態において、第１の電力供給
（例えば、１２Ｖ）は、厳密にレギュレートされる（例えば、±５％）。
【００３２】
　いくつかの実施形態において、インダクタＬ２の第１の端子は２次側整流器２０４へ結
合され、インダクタＬ２の第２の端子はＶｏｕｔ２（第２の電力供給ノードとも称される
。）へ結合される。いくつかの実施形態において、キャパシタＣ２は、Ｖｏｕｔ２及び接
地へ結合される。いくつかの実施形態において、Ｖｏｕｔ２は、レギュレートされていな
い電力供給（第２の電力供給とも称される。）を供給する。いくつかの実施形態において
、第２の電力供給は、間接的にレギュレートされる（すなわち、弱レギュレートされる）
。これは、第２の電力供給が、第１の電力供給をレギュレートする１次側変換ユニット２
０１の出力から得られるからである。いくつかの実施形態において、Ｖｏｕｔ２と１次側
変換ユニット２０１との間にはフィードバック経路は設けられない。従って、Ｖｏｕｔ２
電力供給（例えば、１２Ｖ）は、技術的にレギュレートされず、一時的な負荷の増大の間
に垂下しうる（例えば、ターボモードの開始時の電圧垂下により１２Ｖから６Ｖに落ちう
る）。
【００３３】
　図３は、本開示のいくつかの実施形態に従って、レギュレートされた電力供給及びレギ
ュレートされていない電力供給を供給する電力供給ユニット及び複数のサーバを備えたサ
ーバラック３００を表す。いずれかの他の図の要素と同じ参照符号（又は名称）を有して
いる図３の要素は、記載されているのと同様の如何なる様態においても作動又は機能する
ことができるが、そのように制限されない点が指摘される。
【００３４】
　いくつかの実施形態において、サーバラック３００は、ＰＳＵ１０１のような１つ以上
の電力供給ユニットを有しているパワーゾーン（Power　Zone）と、複数のサーバ（すな
わち、負荷１０２）を有しているサーバゾーン（Server　Zone）と、ルータを有している
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スイッチゾーン（Switch　Zone）とを含む。いくつかの実施形態において、ＰＳＵ１０１
は、第１及び第２の電力供給を２つの別個の電力ノード（又はバスバー（BusBar(s)））
において供給する。それらのノード（接地（ＧＮＤ）ノードを含む。）は、第１及び第２
の電力供給を夫々のトレイ（tray）（Ｎが整数であるとして、トレイ１～Ｎ）へ供給する
。夫々のトレイは、１つ以上のプロセッサを有しているサーバを含む。いくつかの実施形
態において、高電力モードの間、第１の電力供給はレギュレートされたままであり、一方
、第２の電力供給は一時的に垂下しうる。
【００３５】
　図４Ａは、本開示のいくつかの実施形態に従って、エネルギ転送ユニットへ結合されて
いる図１のＰＳＵ１０１を有する詳細レベルアーキテクチャ４００を表す。いずれかの他
の図の要素と同じ参照符号（又は名称）を有している図４Ａの要素は、記載されているの
と同様の如何なる様態においても作動又は機能することができるが、そのように制限され
ない点が指摘される。図４Ａの実施形態を不明りょうにしないように、図２と図４Ａとの
間の相違が記載される。
【００３６】
　いくつかの実施形態において、エネルギ転送ユニット４０１は、第１及び第２の電力供
給ノード（すなわち、Ｖｏｕｔ１及びＶｏｕｔ２）へ結合される。実施形態は、ＰＳＵ１
０１の外にあるエネルギ転送ユニット４０１を示すが、いくつかの実施形態において、エ
ネルギ転送ユニット４０１はＰＳＵ１０１の部分である。いくつかの実施形態において、
エネルギ転送ユニット４０１は、Ｖｏｕｔ１からＶｏｕｔ２への一方向のエネルギ転送及
び低インピーダンス経路を提供するよう動作可能である。いくつかの実施形態において、
制御信号（図示せず。）は、エネルギ転送ユニット４０１によって受信されて、エネルギ
転送ユニット４０１にエネルギ転送の動作を開始させる。
【００３７】
　エネルギ転送ユニット４０１の１つの技術的効果は、それが高電力モードトランジェン
トの間の第２の電力供給Ｖｏｕｔ２における垂下を補償することである（すなわち、エネ
ルギは、高電力モードの間に電力供給能力を強化するよう、Ｖｏｕｔ１から取り入れられ
てＶｏｕｔ２へ供給される。）。いくつかの実施形態において、制御信号は、Ｖｏｕｔ１
の電圧レベルが閾値を上回る（例えば、通常の電圧レベルのうちの３％を上回る）ときに
、エネルギ転送動作をトリガする。その期間中に、エネルギは第１の電力供給ノード（Ｖ
ｏｕｔ１）から第２の電力供給ノード（Ｖｏｕｔ２）へ移る。いくつかの実施形態におい
て、制御信号は、Ｖｏｕｔ１の電圧レベルが同じ閾値又は他の閾値を下回るときに、エネ
ルギ転送ユニット４０１にエネルギ転送のプロセスを中止させる。
【００３８】
　いくつかの実施形態において、制御信号は、第１の電力供給ノードでの電圧を検知する
回路によって生成される。いくつかの実施形態において、制御信号は、第２の電力供給ノ
ードを流れる電流方向を検知する回路によって生成される。電流の方向は、電流要求が突
然に増大したかどうかを示し、そうである場合に、回路はエネルギ転送のプロセスを開始
する。いくつかの実施形態において、制御信号を生成する回路はＰＳＵ１０１の部分であ
る。いくつかの実施形態において、第２の電力供給ノードを流れる電流がその通常の電流
値を上回ることを回路が検出するとき、回路は高電力モードを決定する。
【００３９】
　高電力モードがトリガされるとき、ＰＳＵ１０１は、いくつかの実施形態に従って、更
なるエネルギを１次側変換ユニット２０１から変圧器２０２へ転送するようスイッチング
デューティサイクルを広げる。その期間中に、ＰＳＵ１０１はまた、第２の電力供給ノー
ド（Ｖｏｕｔ２）を更に支援してより高い電力供給の要求を満足するよう、エネルギ転送
ユニット４０１にＶｏｕｔ１からＶｏｕｔ２へのエネルギ転送を開始させる。いくつかの
実施形態において、第２の電力供給ノードを流れる電流がその通常レベルを下回るとき、
ＰＳＵ１０１はエネルギ転送ユニット４０１を無効にする。
【００４０】
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　図４Ｂは、本開示のいくつかの実施形態に従って、ＰＳＵ１０１の変圧器がふた組の２
次側巻線を含む場合について、エネルギ変換ユニットへ結合されている図１のＰＳＵ１０
１を有する詳細レベルアーキテクチャ４２０を表す。いずれかの他の図の要素と同じ参照
符号（又は名称）を有している図４Ｂの要素は、記載されているのと同様の如何なる様態
においても作動又は機能することができるが、そのように制限されない点が指摘される。
図４Ｂの実施形態を不明りょうにしないように、図２と図４Ｂとの間の相違が記載される
。
【００４１】
　いくつかの実施形態において、異なる組の巻線が変圧器４０２の２次側のために使用さ
れる。いくつかの実施形態において、２次側のためのひと組の巻線（Ｔｓ１）は、２次側
整流器２０３へ結合され、２次側のための他の組の巻線（Ｔｓ２）は、２次側整流器４０
４へ結合される。２次側整流器４０４は、その入力部が２次側整流器２０３へ結合されて
おらず、代わりに変圧器４０２の他の組の２次側巻線へ結合されている点を除いて、２次
側整流器２０４と同様である。２つの整流器（２０３及び４０４）のための変圧器４０２
の２次側のために異なる組の巻線を使用する１つの技術的効果は、より多くの電力が高電
力モードの間に第２の電力供給Ｖ２へ供給され得る点である。
【００４２】
　いくつかの実施形態において、Ｔｓ２は、Ｔｓ１よりも多い巻数を有している。Ｔｓ１
の巻数よりもＴｓ２の巻数を多くすることによって、キャパシタＣ２は、第２の電力供給
ノードＶｏｕｔ２でのより高い出力電圧により、より多くのエネルギを蓄えることができ
る。いくつかの実施形態において、２次側整流器２０３及び４０４は、エネルギ転送ユニ
ット４０１がない場合は、異なる組の２次巻線へ結合されてよい。いくつかの実施形態に
おいて、２次側整流器２０３及び４０４は、エネルギ転送ユニット４０１とともに異なる
組の巻線へ結合されてよい。
【００４３】
　図４Ｃは、本開示のいくつかの実施形態に従って、エネルギ転送ユニット４３０（例え
ば、４０１）を表す。いずれかの他の図の要素と同じ参照符号（又は名称）を有している
図４Ｃの要素は、記載されているのと同様の如何なる様態においても作動又は機能するこ
とができるが、そのように制限されない点が指摘される。
【００４４】
　いくつかの実施形態において、エネルギ転送ユニット４３０は、スイッチＳ１、制御ロ
ジック４３１、及びインダクタＬ３を有する。いくつかの実施形態において、制御ロジッ
ク４３１は、第１の電力供給ノード（Ｖｏｕｔ１）から第２の電力供給ノード（Ｖｏｕｔ
２）への電流の方向を示す電流検知信号を受信し、スイッチＳ１のオン／オフ切り替えを
制御するオン／オフ制御信号を生成する。いくつかの実施形態において、負荷２　１０４
が高電力モードに入るとき、ＰＳＵ１０１はスイッチＳ１を（例えば、制御ロジック４３
１に指示することによって）オンして、第１の電力供給ノードから第２の電力供給ノード
への電気経路を形成する。
【００４５】
　いくつかの実施形態において、インダクタＬ３は、スイッチＳ１及び第２の電力供給ノ
ードＶｏｕｔ２へ結合される。いくつかの実施形態において、インダクタＬ３のインダク
タンスは、インダクタＬ１及びＬ２のインダクタンスよりも小さい。インダクタＬ３を有
する１つの目的は、スイッチＳ１の動作及びインテグリティを保護するよういくつかの条
件下で（例えば、Ｖｏｕｔ２とＶｏｕｔ１との間の電圧差が約６Ｖである場合に）スイッ
チＳ１に高すぎるピーク突入電流（in-rush　current）が流れることを回避することであ
る。
【００４６】
　いくつかの実施形態において、スイッチＳ１がオンされるとき、制御ロジック４３１は
、ノードＶｏｕｔ１とＶｏｕｔ２の間を流れる電流の方向をモニタする。いくつかの実施
形態において、制御ロジック４３１が電流方向の反転を検出するとき、それは、スイッチ
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Ｓ１をオフさせる（すなわち、Ｖｏｕｔ１からＶｏｕｔ２への電気経路が切断される。）
。
【００４７】
　図５は、本開示のいくつかの実施形態に従って、レギュレートされた電力供給及びレギ
ュレートされていない電力供給を生成するために使用される中間のアンレギュレート又は
レギュレート電圧バスを有するＰＳＵ５０１を備えたアーキテクチャ５００を表す。いず
れかの他の図の要素と同じ参照符号（又は名称）を有している図５の要素は、記載されて
いるのと同様の如何なる様態においても作動又は機能することができるが、そのように制
限されない点が指摘される。図５の実施形態を不明りょうにしないように、図５と図２と
の間の相違が記載される。
【００４８】
　いくつかの実施形態において、アーキテクチャ５００は、ＰＳＵ５０１の‘ｍ’個のイ
ンスタンスと、コンバータ５０２の‘ｘ’個のインスタンスとを有する。いくつかの実施
形態において、ＰＳＵ５０１の‘ｍ’個のインスタンスの全出力電力容量は、コンバータ
５０２の‘ｘ’個のインスタンスによって全所要電力を供給するに足りるほど高いべきで
ある。いくつかの実施形態において、ＰＳＵ５０１は、図示されるように一緒に結合され
ている１次側変換ユニット２０１、変圧器５０２、整流器５０３、インダクタＬ、及び出
力キャパシタＣを有する。いくつかの実施形態において、ＰＳＵ５０１の出力は、単一電
力レール（バスとして実装される。）であり、これは次いで、高電力モードを管理するよ
う２つの電力レールを提供するために使用される。ノード５０６にあるこの単一電力レー
ル（すなわち、バス）の電圧は、レギュレートされても又はレギュレートされなくてもよ
く、コンバータ５０２のための入力電力となる。
【００４９】
　いくつかの実施形態において、インダクタＬは、整流器５０３及び中間バスノード５０
６へ結合される。大規模システムでは、より高い電圧（例えば、４８Ｖ）で中間バス５０
６において電力を分配することが有利でありうる。電圧は、最終的な負荷電圧を生成する
ためにバルクコンバータを使用する直接変換のための直接的に適した電圧でなくてよい。
いくつかの実施形態において、中間バス５０６からの出力電圧及び電流は、レギュレート
された電圧Ｖｏｕｔ１（すなわち、第１の電力供給）及びレギュレートされていない電圧
Ｖｏｕｔ２（すなわち、第２の電力供給）を生成するようコンバータへ供給される。
【００５０】
　いくつかの実施形態において、コンバータ５０２の‘ｘ’個のインスタンスは、図示さ
れるように、コンバータ５０４及びバスコンバータ（Ｘ：１の比を有する。）５０５を有
する。いくつかの実施形態において、コンバータ５０４は、中間電力バス５０６において
中間電力を受け、レギュレートされたＶｏｕｔ１を生成する。いくつかの実施形態におい
て、バスコンバータ５０５は、中間電力バス５０６において中間電力を受け、レギュレー
トされていないＶｏｕｔ２を生成する。いくつかの実施形態において、バスコンバータ５
０５はＤＣ－ＤＣコンバータである。
【００５１】
　いくつかの実施形態において、バスコンバータ５０５による変換はレギュレートされな
い。例えば、出力電圧Ｖｏｕｔ２は、固定比‘Ｘ’によって入力電圧に追随する（例えば
、‘Ｘ’が４であるとき、４８Ｖを１２Ｖへ）。中間バス５０６における入力電圧が変化
するにつれて、出力電圧Ｖｏｕｔ２も変化する。レギュレートされた電力供給を有するこ
とを望む負荷のために、コンバータ５０４は、レギュレートされた出力電圧Ｖｏｕｔ１を
供給するために使用される。そのような実施形態では、中間バス５０６における電圧が変
化するとき、出力電圧Ｖｏｕｔ１は実質的に変化しないままである（例えば、±５％内で
レギュレートされる。）。アーキテクチャ５００は、Ｖｏｕｔ２のために広範な電圧範囲
を提供し、それにより、Ｖｏｕｔ２へ結合される下流負荷は、他の負荷へ供給される電力
供給Ｖｏｕｔ１に対して垂下を引き起こすことなしに、高電力モードで動作し得る。
【００５２】
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　いくつかの実施形態において、コンバータ５０４はバック（Buck）コンバータである。
いくつかの実施形態において、コンバータ５０４は、約Ｘ：１の比を有しながらレギュレ
ートされた出力を有するＤＣ－ＤＣコンバータである。いくつかの実施形態において、コ
ンバータ５０４はバックブースト（Buck-Boost）コンバータである。そのような実施形態
では、バスコンバータ５０５の出力は、コンバータ５０４への入力５０６の代わりに、コ
ンバータ５０４への入力として供給される。
【００５３】
　図６は、本開示のいくつかの実施形態に従って、レギュレートされた電力供給及びレギ
ュレートされていない電力供給を供給する方法についてのフローチャート６００を表す。
いずれかの他の図の要素と同じ参照符号（又は名称）を有している図６の要素は、記載さ
れているのと同様の如何なる様態においても作動又は機能することができるが、そのよう
に制限されない点が指摘される。
【００５４】
　図６を参照するフローチャートにおけるブロックは特定の順序において示されているが
、アクションの順序は変更されてよい。よって、表されている実施形態は異なる順序で実
施されてよく、いくつかのアクション／ブロックは並行して実施されてよい。図６におい
て挙げられているブロック及び／動作のいくつかは、特定の実施形態に従って任意である
。提示されているブロックの番号付けは、明りょうさのためであり、様々なブロックが起
こるべき動作の順序を定めることは意図されない。加えて、様々なフローからの動作は、
様々な組み合わせにおいて利用されてよい。
【００５５】
　ブロック６０１で、レギュレートされた電力供給Ｖｏｕｔ１は、第１の２次側整流器２
０３から第１の電力供給ノードＶｏｕｔ１へ供給される。ブロック６０２で、第２の２次
側整流器２０４又は４０４からのレギュレートされていない電力供給Ｖｏｕｔ２は、第２
の電力供給ノードＶｏｕｔ２へ供給される。第１及び第２の２次側整流器（２０３及び２
０４／４０４）は、図２及び４を参照して示されるように、変圧器２０２へ結合される。
再び図６を参照すると、ブロック６０３で、ＡＣ電力供給は、１次側変換ユニット２０１
によって、変圧器２０２のための高周波ＡＣ電力供給へ変換される。ブロック６０４で、
エネルギ転送ユニット４０１は、Ｖｏｕｔ２へ結合される負荷２　１０４が高電力モード
に入るときに、電力を第１の電力供給ノードＶｏｕｔ１から第２の電力供給ノードＶｏｕ
ｔ２へ転送してよい。
【００５６】
　開示されている対象の実施形態を実装するよう実行される、フローチャート６００に関
連したプログラムソフトウェアコード／命令は、「プログラムソフトウェアコード／命令
」、「オペレーティングシステムプログラムソフトウェアコード／命令」、「アプリケー
ションプログラムソフトウェアコード／命令」、又は単に「ソフトウェア」と呼ばれるオ
ペレーティングシステム若しくは特定のアプリケーション、コンポーネント、プログラム
、オブジェクト、モジュール、ルーチン、又は命令の他のシーケンス若しくは命令のシー
ケンスの編成、あるいは、プロセッサに埋め込まれたファームウェアの部分として実装さ
れてよい。いくつかの実施形態において、フローチャート６００に関連したプログラムソ
フトウェアコード／命令は、ＰＳＵ１０１のコントローラによって実行される。
【００５７】
　いくつかの実施形態において、フローチャート６００に関連したプログラムソフトウェ
アコード／命令は、コンピュータ実行可能記憶媒体において記憶され、ＰＳＵ１０１のコ
ントローラによって実行される。ここで、コンピュータ実行可能記憶媒体は、コンピュー
ティングデバイスによって実行される場合に、プロセッサ（例えば、ＰＳＵ１０１のコン
トローラ）に、開示されている対象に向けられている１つ以上の添付の請求項において記
載され得る方法を実施させるプログラムソフトウェアコード／命令及びデータを記憶する
ために使用され得る有形なマシン読み出し可能な媒体である。
【００５８】
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　有形なマシン読み出し可能な媒体は、本願において参照されるような、例えば、ＲＯＭ
、揮発性ＲＡＭ、不揮発性メモリ及び／又はキャッシュ及び／又は他の有形なメモリを含
め、様々な有形な場所における実行可能なソフトウェアプログラムコード／命令の記憶を
含んでよい。このプログラムソフトウェアコード／命令及び／又はデータの部分は、それ
らの記憶及びメモリデバイスのうちのいずれか１つにおいて記憶されてよい。更には、プ
ログラムソフトウェアコード／命令は、例えば、中央集権化サーバ又はピア・ツー・ピア
ネットワーク及び同様のもの（インターネットを含む。）を経由することを含め、他のス
トレージから取得されてよい。ソフトウェアプログラムコード／命令及びデータの異なる
部分は、異なる時点に、且つ、異なる通信セッションにおいて又は同じ通信セッションに
おいて、取得されてよい。
【００５９】
　ソフトウェアプログラムコード／命令（フローチャート６００に関連する。）及びデー
タは、コンピューティングデバイスによる夫々のソフトウェアプログラム又はアプリケー
ションの実行より前にその全体を取得されてよい。代替的に、ソフトウェアプログラムコ
ード／命令及びデータの部分は、実行のために必要とされる場合に動的に、例えば、いよ
いよと言うときに、取得されてよい。代替的に、ソフトウェアプログラムコード／命令及
びデータを取得するそれらの方法のいくつかの組み合わせは、一例として、例えば、異な
るアプリケーション、コンポーネント、プログラム、オブジェクト、モジュール、ルーチ
ン、又は命令の他のシーケンス若しくは命令のシーケンスの編成のために、現れてよい。
よって、データ及び命令は、全体が特定の時点に有形なマシン読み出し可能な媒体にある
ことを必要とされない。
【００６０】
　有形なコンピュータ読み出し可能な媒体の例は、とりわけ、揮発性及び不揮発性メモリ
デバイス、リードオンリーメモリ（ＲＯＭ；read　only　memory）、ランダムアクセスメ
モリ（ＲＡＭ；random　access　memory）、フラッシュメモリデバイス、フロッピー（登
録商標）及び他のリムーバブルディスク、磁気ディスク記憶媒体、光記憶媒体（例えば、
コンパクトディスク・リードオンリーメモリ（ＣＤ－ＲＯＭ）、デジタルバーサタイルデ
ィスク（ＤＶＤ；Digital　Versatile　Disc）、など）のような追記型及び非追記型媒体
を含むが、それらに限られない。ソフトウェアプログラムコード／命令は、搬送波、赤外
線信号、デジタル信号などのような信号をデジタルの有形な通信リンクを通じて伝播する
電気的な、光学的な、音響的な、又は他の形態を実装しながら、そのような有形な通信リ
ンクにおいて一時的に記憶されてよい。
【００６１】
　一般に、有形なマシン読み出し可能な媒体は、インターネットのような通信ネットワー
クからアプリケーション及び補助アプリケーションをダウンロードし実行することが可能
であろうとなかろうと、ｉＰｈｏｎｅ（登録商標）、Ｂｌａｃｋｂｅｒｒｙ（登録商標）
、Ｄｒｏｉｄ（登録商標）若しくは同様のもの、又はコンピューティングデバイスを含む
何らかの他のデバイスのような、例えば、通信デバイス、コンピューティングデバイス、
ネットワークデバイス、パーソナルデジタルアシスタント、製造ツール、モバイル通信デ
バイスにおいて含まれ得るマシン（すなわち、コンピューティングデバイス）によってア
クセス可能な形で情報を提供する（すなわち、デジタル形式、例えば、データパケットに
おいて、記憶及び／又は送信する）如何なる有形なメカニズムも含む。一実施形態におい
て、プロセッサに基づくシステムは、ＰＤＡ、携帯電話機、ノートブックコンピュータ、
タブレット、ゲーム機、セットトップボックス、組み込みシステム（embedded　system）
、ＴＶ、パーソナルデスクトップコンピュータ、などの形をとり、あるいは、その中に含
まれる。代替的に、従来の通信アプリケーション及び補助アプリケーションは、開示され
ている対象のいくつかの実施形態において使用されてよい。
【００６２】
　図７は、本開示のいくつかの実施形態に従って、レギュレートされた電力供給及びレギ
ュレートされていない電力供給を供給するＰＳＵを有するスマートデバイス又はコンピュ
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ータシステム又はＳｏＣ（System-on-Chip）を表す。いずれかの他の図の要素と同じ参照
番号（又は名称）を有している図７の要素は、記載されているのと同様にして作動又は機
能することができるが、そのように制限されないことが指摘される。
【００６３】
　図７は、平面（flat　surface）インターフェイスコネクタが使用されうるモバイルデ
バイスの実施形態のブロック図を表す。一実施形態において、コンピューティングデバイ
ス１６００は、コンピューティングタブレット、携帯電話機若しくはスマートフォン、無
線対応電子リーダー、又は他の無線モバイルデバイスのような、モバイルコンピューティ
ングデバイスに相当する。特定のコンポーネントは一般的に示されており、そのようなデ
バイスの全てのコンポーネントがコンピューティングデバイス１６００において示されて
いるわけでないことが理解されるだろう。
【００６４】
　一実施形態において、コンピューティングデバイス１６００は、論じられているいくつ
かの実施形態に従って、レギュレートされた電力供給及びレギュレートされていない電力
供給を供給する又は供給させるＰＳＵ（例えば、ＰＳＵ１０１、ＰＳＵ５０１）を有する
第１のプロセッサ１６１０を含む。コンピューティングデバイス１６００の他のブロック
も、いくつかの実施形態に従って、レギュレートされた電力供給及びレギュレートされて
いない電力供給を供給する又は供給させるＰＳＵ（例えば、ＰＳＵ１０１、ＰＳＵ５０１
）を有してよい。本開示の様々な実施形態は、無線インターフェイスのような、１６７０
内のネットワークインターフェイスを更に有してよく、それにより、システムの実施形態
は、無線デバイス、例えば、携帯電話機又はパーソナルデジタルアシスタントに組み込ま
れてよい。
【００６５】
　一実施形態において、プロセッサ１６１０（及び／又はプロセッサ１６９０）は、マイ
クロプロセッサ、アプリケーションプロセッサ、マイクロコントローラ、プログラム可能
論理デバイス、又は他のプロセッシング手段のような、１つ以上の物理デバイスを含むこ
とができる。プロセッサ１６１０によって実施されるプロセッシング動作は、アプリケー
ション及び／又はデバイス機能が実行されるオペレーティングプラットフォーム又はオペ
レーティングシステムの実行を含む。プロセッシング動作は、人間であるユーザによる若
しくは他のデバイスによるＩ／Ｏ（input/output）に関連した動作、電力管理に関連した
動作、及び／又はコンピューティングデバイス１６００を他のデバイスへ接続することに
関連した動作を含む。プロセッシング動作はまた、オーディオＩ／Ｏ及び／又はディスプ
レイＩ／Ｏに関連した動作を含んでよい。
【００６６】
　一実施形態において、コンピューティングデバイス１６００は、オーディオサブシステ
ム１６２０を含む。オーディオサブシステム１６２０は、オーディオ機能をコンピューテ
ィングデバイスへ提供することに関連したハードウェア（例えば、オーディオハードウェ
ア及びオーディオ回路）並びにソフトウェア（例えば、ドライバ、コーデック）コンポー
ネントに相当する。オーディオ機能は、マイクロホン入力に加えて、スピーカ及び／又は
ヘッドホン出力を含むことができる。そのような機能のためのデバイスは、コンピューテ
ィングデバイス１６００に組み込まれるか、あるいは、コンピューティングデバイス１６
００へ接続され得る。一実施形態において、ユーザは、プロセッサ１６１０によって受信
されて処理される音声コマンドを供給することによって、コンピューティングデバイス１
６００と対話する。
【００６７】
　ディスプレイサブシステム１６３０は、ユーザがコンピューティングデバイス１６００
と対話するための視覚的及び／又は触覚的な表示を提供するハードウェア（例えば、表示
デバイス）及びソフトウェア（例えば、ドライバ）コンポーネントに相当する。ディスプ
レイサブシステム１６３０は、ディスプレイインターフェイス１６３２を含む。ディスプ
レイサブシステム１６３０は、表示をユーザに提供するために使用される特定のスクリー
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ン又はハードウェアデバイスを含む。一実施形態において、ディスプレイインターフェイ
ス１６３２は、表示に関連した少なくとも何らかのプロセッシングを実行するための、プ
ロセッサ１６１０とは別個のロジックを含む。一実施形態において、ディスプレイサブシ
ステム１６３０は、出力及び入力の両方をユーザへ提供するタッチスクリーン（又はタッ
チパッド）デバイスを含む。
【００６８】
　Ｉ／Ｏコントローラ１６４０は、ユーザとのインタラクションに関連したハードウェア
デバイス及びソフトウェアコンポーネントに相当する。Ｉ／Ｏコントローラ１６４０は、
オーディオサブシステム１６２０及び／又はディスプレイサブシステム１６３０の部分で
あるハードウェアを管理するよう動作可能である。加えて、Ｉ／Ｏコントローラ１６４０
は、コンピューティングデバイスへ接続する追加のデバイスのための接続ポイントを表す
。その追加のデバイスを通じて、ユーザはシステムと対話してよい。例えば、コンピュー
ティングデバイス１６００に取り付けられ得るデバイスは、マイクロホンデバイス、スピ
ーカ若しくはステレオシステム、ビデオシステム若しくは他の表示デバイス、キーボード
若しくはキーパッドデバイス、又はカードリーダー若しくは他のデバイスのような、特定
の用途に使用される他のＩ／Ｏデバイスを含んでよい。
【００６９】
　上述されたように、Ｉ／Ｏコントローラ１６４０は、オーディオサブシステム１６２０
及び／又はディスプレイサブシステム１６３０と相互作用することができる。例えば、マ
イクロホン又は他のオーディオデバイスを通じた入力は、コンピューティングデバイス１
６００の１つ以上のアプリケーション又は機能のための入力又はコマンドを提供すること
ができる。加えて、オーディオ出力は、ディスプレイ出力の代わりに、又はそれに加えて
供給され得る。他の例において、ディスプレイサブシステム１６３０がタッチスクリーン
を含む場合には、表示デバイスは入力デバイスとしても動作し、Ｉ／Ｏコントローラ１６
４０によって少なくとも部分的に管理され得る。コンピューティングデバイス１６００に
は、Ｉ／Ｏコントローラ１６４０によって管理されるＩ／Ｏ機能を提供するよう、追加の
ボタン又はスイッチが更に存在することができる。
【００７０】
　一実施形態において、Ｉ／Ｏコントローラ１６４０は、加速度計、カメラ、光センサ若
しくは他の環境センサ、又はコンピューティングデバイス１６００に含まれ得る他のハー
ドウェアのような、デバイスを管理する。入力は、システムの動作（例えば、ノイズのフ
ィルタリング、輝度検出のための表示の調整、カメラのフラッシュ、又は他の機能）に作
用するよう、環境入力をシステムに供給することに加えて、直接的なユーザインタラクシ
ョンの部分であることができる。
【００７１】
　一実施形態において、コンピューティングデバイス１６００は、バッテリ電力使用量、
バッテリの充電、及び節電動作に関連した機能を管理する電力マネージメント１６５０を
含む。メモリサブシステム１６６０は、コンピューティングデバイス１６００において情
報を記憶するメモリデバイスを含む。メモリは、不揮発性（メモリデバイスへの電力が中
断される場合に状態が変化しない。）及び／又は揮発性（メモリデバイスへの電力が中断
される場合に状態が不定である。）のメモリデバイスを含むことができる。メモリサブシ
ステム１６６０は、コンピューティングデバイス１６００のアプリケーション及び機能の
実行に関連したシステムデータ（長期又は一時であろうとなかろうと。）に加えて、アプ
リケーションデータ、ユーザデータ、音楽、写真、文書、又は他のデータを記憶すること
ができる。
【００７２】
　実施形態の要素は、コンピュータ実行可能命令（例えば、本願で論じられている如何な
る他のプロセスも実施するための命令）を記憶するマシン読み出し可能な媒体（例えば、
メモリ１６６０）としても提供される。マシン読み出し可能な媒体（例えば、メモリ１６
６０）は、フラッシュメモリ、光ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ　ＲＯＭ、ＲＡＭ、Ｅ



(16) JP 2017-528113 A 2017.9.21

10

20

30

40

50

ＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、磁気若しくは光学カード、相変化メモリ（ＰＣＭ；phase　cha
nge　memory）、又は電子的な若しくはコンピュータ実行可能な命令を記憶するのに適し
た他のタイプのマシン読み出し可能な媒体を含んでよいが、それらに限られない。例えば
、本開示の実施形態は、遠隔のコンピュータ（例えば、サーバ）から要求元のコンピュー
タ（例えば、クライアント）へ通信リンク（例えば、モデム又はネットワーク接続）を経
由してデータ信号によって転送され得るコンピュータプログラム（例えば、ＢＩＯＳ）と
してダウンロードされてよい。
【００７３】
　コネクティビティ（connectivity）１６７０は、コンピューティングデバイス１６００
が外部のデバイスと通信することを可能にするハードウェアデバイス（例えば、無線及び
／又は有線コネクタ及び通信ハードウェア）並びにソフトウェアコンポーネント（例えば
、ドライバ、プロトコルスタック）を含む。コンピューティングデバイス１６００は、他
のコンピューティングデバイス、無線アクセスポイント又は基地局のような別個のデバイ
ス、及びヘッドセット、プリンタ、又は他のデバイスのような周辺機器であってよい。
【００７４】
　コネクティビティ１６７０は、多種多様なタイプのコネクティビティを含むことができ
る。一般化するよう、コンピューティングデバイス１６００は、セルラーコネクティビテ
ィ１６７２及びワイヤレスコネクティビティ１６７４を有して表されている。セルラーコ
ネクティビティ１６７２は、例えば、ＧＳＭ（登録商標）（global　system　for　mobil
e　communications）又は変形若しくは派生物、ＣＤＭＡ（code　division　multiple　a
ccess）又は変形若しくは派生物、ＴＤＭ（time　division　multiplexing）又は変形若
しくは派生物、あるいは、他のセルラーサービス標準を介して提供されるような、無線キ
ャリアによって提供されるセルラーネットワークコネクティビティを一般に指す。ワイヤ
レスコネクティビティ（又は無線インターフェイス）１６７４は、セルラーではないワイ
ヤレスコネクティビティを指し、パーソナルエリアネットワーク（例えば、Ｂｌｕｅｔｏ
ｏｔｈ（登録商標）、Ｎｅａｒ　Ｆｉｅｌｄ、など）、ローカルエリアネットワーク（例
えば、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、及び／又はワイドエリアネットワーク（例えば、Ｗｉ
ＭＡＸ（登録商標））、あるいは、他の無線通信を含むことができる。
【００７５】
　周辺機器接続１６８０は、周辺機器の接続を行うソフトウェアコンポーネント（例えば
、ドライバ、プロトコルスタック）に加えて、ハードウェアインターフェイス及びコネク
タを含む。コンピューティングデバイス１６００は、他のコンピューティングデバイスに
対する周辺機器であってよく（“ｔｏ”１６８２）、更には、周辺機器を自身へ接続され
てよい（“ｆｒｏｍ”１６８４）。コンピューティングデバイス１６００は、コンピュー
ティングデバイス１６００においてコンテンツを管理（例えば、ダウンロード及び／又は
アップロード、変更、同期化）するといった目的のために、他のコンピューティングデバ
イスへ接続する“ドッキング”コネクタを一般に有している。加えて、ドッキングコネク
タは、コンピューティングデバイス１６００が、例えば、オーディオビジュアル又は他の
システムへのコンテンツ出力を制御することを可能にする特定の周辺機器へ接続すること
をコンピューティングデバイス１６００に可能にすることができる。
【００７６】
　独自仕様のドッキングコネクタ又は他の独自仕様の接続ハードウェアに加えて、コンピ
ューティングデバイス１６００は、共通の又は標準に基づいたコネクタを経由して周辺機
器接続１６８０を行うことができる。共通のタイプは、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳ
Ｂ）コネクタ（多種多様なハードウェアインターフェイスのいずれかを含むことができる
。）、ミニディスプレイポート（ＭＤＰ；MiniDisplayPort）を含むディスプレイポート
、高精細マルチメディアインターフェイス（ＨＤＭＩ（登録商標）；High　Definition　
Multimedia　Interface）、ファイアワイヤ（Firewire）、又は他のタイプを含むことが
できる。
【００７７】
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　「実施形態（an　embodiment）」、「一実施形態（one　embodiment）」、「いくつか
の実施形態（some　embodiments）」又は「他の実施形態（other　embodiments）」への
明細書中の言及は、実施形態に関連して記載されている特定の特徴、構造、又は特性が少
なくとも１つの実施形態に含まれるが、必ずしも全ての実施形態ではないことを意味する
。「実施形態」、「一実施形態」又は「いくつかの実施形態」の様々な出現は、必ずしも
全てが同じ実施形態に言及しているわけではない。明細書が、コンポーネント、特徴、構
造、又は特性が“含まれてよい”、“含まれうる”又は“含まれることがある”（may、m
ight又はcould　include）と述べる場合に、その特定のコンポーネント、特徴、構造、又
は特性は含まれることを要しない。明細書又は請求項がある（a又はan）要素に言及する
場合に、それは、ただ１つの要素しか存在しないことを意味するものではない。明細書又
は請求項が“追加の”（additional）要素に言及する場合に、それは、追加の要素が１つ
よりも多く存在することを除外しない。
【００７８】
　更には、特定の特徴、構造、機能、又は特性は、１つ以上の実施形態において如何なる
適切な方法でも組み合わされてよい。例えば、第１及び第２の実施形態に関連した特定の
特徴、構造、機能、又は特性が相互排他的でない場合にはいつでも、第１の実施形態は第
２の実施形態と組み合わされてよい。
【００７９】
　本開示は、その具体的な実施形態に関連して記載されてきたが、そのような実施形態の
多数の代替案、変更及び変形は、前述の記載に照らして、当業者には明らかだろう。例え
ば、他のメモリアーキテクチャ、例えば、動的（dynamic）ＲＡＭ（ＤＲＡＭ）は、論じ
られている実施形態を使用してよい。本開示の実施形態は、全てのそのような代替案、変
更、及び変形例を、添付の特許請求の範囲の広い適用範囲内にあるように包含することを
意図される。
【００８０】
　加えて、集積回路（ＩＣ；integrated　circuit）チップ及び他のコンポーネントへの
よく知られた電力／接地接続は、説明及び議論の簡単のために、更には、本開示を不明り
ょうにしないように、提示されている図の中で示されても示されなくてもよい。更には、
配置は、ブロック図において、本開示を不明りょうにすることを回避するために、更には
、そのようなブロック図配置の実施に関する仕様が、本開示が実装されるべきであるプラ
ットフォームに大いに依存する（すなわち、そのような仕様は、当業者の視野内に十分に
あるべきである。）という事実に照らして、図示されてよい。具体的な詳細（例えば、回
路）が、本開示の例となる実施形態を記載するために示される場合に、当業者に当然なが
ら、本開示は、それらの具体的な詳細によらずに、又はその変形によって、実施されてよ
い。記載は、よって、限定ではなく実例と見なされるべきである。
【００８１】
　以下の例は、更なる実施形態に関係がある。例における詳細は、１つ以上の実施形態に
おいてどこでも使用されてよい。本願で記載される装置の全ての任意の特徴は、方法又は
プロセスに関しても実装されてよい。
【００８２】
　例えば、変圧器と、第１の整流器と、第２の整流器とを有し、前記第１の整流器は、該
第１の整流器がレギュレートされた電力供給を第１の電力供給ノードへ供給し、前記第２
の整流器がレギュレートされていない電力供給を第２の電力供給ノードへ供給するように
、前記変圧器へ結合される、装置が提供される。
【００８３】
　いくつかの実施形態において、当該装置は、前記変圧器へ結合される変換ユニットを有
する。いくつかの実施形態において、前記変換ユニットは、ＡＣ又はＤＣ電源へ結合する
１つ以上の入力部と、前記変圧器へ結合される１つ以上の出力部とを含む。いくつかの実
施形態において、当該装置は、前記第１の整流器及び前記第１の電力供給ノードと直列に
結合される第１のインダクタと、前記第１の電力供給ノード及び接地へ結合される第１の
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キャパシタとを有する。いくつかの実施形態において、当該装置は、前記第２の整流器及
び前記第２の電力供給ノードと直列に結合される第２のインダクタと、前記第２の電力供
給ノード及び接地へ結合される第２のキャパシタとを有する。
【００８４】
　いくつかの実施形態において、当該装置は、前記第１の電力供給ノード及び前記第２の
電力供給ノードへ結合されるエネルギ転送ユニットを有する。いくつかの実施形態におい
て、前記エネルギ転送ユニットは、一方向性であり、エネルギを前記第１の電力供給ノー
ドから前記第２の電力供給ノードへ運ぶよう動作する。いくつかの実施形態において、当
該装置は、前記第１の電力供給ノード及び前記第２の電力供給ノードへ結合され、前記第
１の電力供給ノード及び前記第２の電力供給ノードを流れる電流を検知し、前記エネルギ
転送ユニットを制御する１つ以上の電流センサを有する。いくつかの実施形態において、
前記変圧器は、第１の組の２次側巻線が前記第１の整流器へ結合され、第２の組の２次側
巻線が前記第２の整流器へ結合されるように、ふた組の２次側巻線を有する。いくつかの
実施形態において、前記変圧器の１次側巻線に対する前記第１の組の２次側巻線の巻線比
は、前記１次側巻線に対する前記第２の組の２次側巻線の巻線比とは異なる。
【００８５】
　他の例において、レギュレートされた電力供給を第１の整流器から第１の電力供給ノー
ドへ供給することと、レギュレートされていない電力供給を第２の整流器から第２の電力
供給ノードへ供給することとを有し、前記第１の整流器及び前記第２の整流器は、変圧器
へ結合される、方法が提供される。いくつかの実施形態において、当該方法は、ＡＣ又は
ＤＣ電力供給を前記変圧器のための高周波ＡＣ電力供給へ変換することを有する。いくつ
かの実施形態において、当該方法は、前記第１の電力供給ノードからのフィードバックを
変換ユニットへ供給することを有する。いくつかの実施形態において、当該方法は、前記
第１の電力供給ノードから前記第２の電力供給ノードへ電力を運ぶことを有する。いくつ
かの実施形態において、当該方法は、いつ前記第１の電力供給ノードから前記第２の電力
供給ノードへ電力を運ぶべきかを決定するよう、前記第１の電力供給ノード及び前記第２
の電力供給ノードを流れる電流を検知することを有する。
【００８６】
　他の例において、第１の電力供給ノードを有するメモリと、該メモリへ結合され、第２
の電力供給ノードを有するプロセッサと、上記に従う装置を有する電力供給ユニットと、
前記プロセッサが他のデバイスと通信することを可能にする無線インターフェイスとを有
するシステムが提供される。いくつかの実施形態において、前記プロセッサは、前記レギ
ュレートされていない電力供給を受け、前記プロセッサの様々な負荷のためのレギュレー
トされた電力供給を生成する１つ以上の電圧レギュレータを含む。いくつかの実施形態に
おいて、当該システムは、前記第１の電力供給ノードへ結合される冷却ユニットを更に有
する。
　いくつかの実施形態において、レギュレートされた電力供給を第１の整流器から第１の
電力供給ノードへ供給する手段と、レギュレートされていない電力供給を第２の整流器か
ら第２の電力供給ノードへ供給する手段とを有し、前記第１の整流器及び前記第２の整流
器は、変圧器へ結合される、装置が提供される。いくつかの実施形態において、当該装置
は、ＡＣ又はＤＣ電力供給を前記変圧器のための高周波ＡＣ電力供給へ変換する手段を有
する。いくつかの実施形態において、当該装置は、前記第１の電力供給ノードからのフィ
ードバックを変換ユニットへ供給する手段を有する。いくつかの実施形態において、当該
装置は、前記第１の電力供給ノードから前記第２の電力供給ノードへ電力を運ぶ手段を有
する。いくつかの実施形態において、当該装置は、いつ前記第１の電力供給ノードから前
記第２の電力供給ノードへ電力を運ぶべきかを決定するよう、前記第１の電力供給ノード
及び前記第２の電力供給ノードを流れる電流を検知する手段を有する。
【００８７】
　他の例において、第１の電力供給ノードを有するメモリと、該メモリへ結合され、第２
の電力供給ノードを有するプロセッサと、上記に従う装置を有する電力供給ユニットと、
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前記プロセッサが他のデバイスと通信することを可能にする無線インターフェイスとを有
するシステムが提供される。いくつかの実施形態において、当該システムは、プロセッサ
によって処理されたコンテンツを表示することをディスプレイユニットに可能にするディ
スプレイインターフェイスを有する。
【００８８】
　要約が与えられるが、これは、技術的開示の本質及び主旨を確かめることを読者に可能
にするものである。要約は、特許請求の範囲の適用範囲及び意味を限定するために使用さ
れないとの理解の下で提出される。続く特許請求の範囲は、これによって、詳細な説明に
組み込まれ、各請求項は、別個の実施形態として自立する。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４Ａ】

【図４Ｂ】 【図４Ｃ】
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【図５】 【図６】

【図７】
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